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研究成果の概要（和文）：バントゥ諸語には類似した構造の名詞修飾節が見られるが、それらが修飾できる名詞との意
味関係の範囲は言語によって異なっている。バントゥ諸語は名詞修飾節の形式と主名詞との意味関係によって、(1)主
名詞と修飾部の関係によって異なる形式が用いられる言語、(2)主名詞と修飾部の関係に関係なく同じ形式が用いられ
る言語、(3)「内の関係」と「外の関係」だけでなく主名詞が修飾節の主語の場合とそれ以外の場合で異なる形式が用
いられる言語、(4)主名詞が修飾節の主語の場合のみ異なる形式が用いられる言語、(5)内の関係の名詞のみ修飾できる
形式とどんな関係の名詞でも修飾できる形式の両方を持つ言語、の5タイプに分けられる。

研究成果の概要（英文）：Noun modifying clauses display similar structures across a number of Bantu 
languages. However, which nouns can be modified by these noun modifying constructions is not uniform 
across the relevant languages. The following five types of relationship between the form of noun 
modifying clause and the semantic relations with the head noun can be observed in Bantu languages;
(1) a different form is used depending on the semantic relation between the head noun and the modifying 
clause, (2) the same form is used regardless of the semantic relation between the head noun and the 
modifying clause, (3) a different form is used depending not only on inner and outer relations but also 
on the grammatical relation, (4) the same form is used for all semantic relations except the relativation 
of the subject, (5) forms which can modify only the noun in the inner relation and those which can modify 
any kind of semantic relation co-exist in the language.

研究分野：言語学
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  １版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

これまでのアフリカ諸語の研究はいずれ

もヨーロッパ諸語の視点からのものであり、

その結果見逃されてきた現象もある。その

ひとつが「外の関係」の名詞修飾である。 

日本語の名詞修飾節は、寺村(1975)以来、

「内の関係」と「外の関係」に分類されて

きた。 

【内の関係】 

 修飾節と主名詞の間に格関係がある   

 (1) 車を売った男 

【外の関係】  

 修飾節と主名詞の間に格関係がない 

・内容補充関係 

 修飾節は主名詞の内容説明       

 (2) 車を売った(という)事実 

・相対的関係 (名詞補文) 

修飾節と主名詞に因果関係等の関係がある  

 (3) 車を売ったお金 

「内の関係」とは主名詞が修飾節の動詞の

項であり、修飾節の中に主名詞を取り込ん

た文を作ることができる関係である。たと

えば(1)では、主名詞の「男」を修飾節の主

語として取り込んだ「男が車を売った」と

いう文を作ることができる。それに対して

主名詞が修飾節の動詞の項ではなく、修飾

節の中に取り込むことができない関係が

「外の関係」である。外の関係はさらに「内

容補充関係（名詞補文）」と「相対的関係」

に分けることができる。内容補充関係とは、

修飾節が主名詞の具体的な内容を説明して

いる場合である。上記の例では(2)がこれに

あたる。(2)では、修飾節「車を売った」が

主名詞「うわさ」の具体的な内容である。

相対的関係とは、修飾節が表す内容と主名

詞とのあいだに何らかの相対的な関係が存

在する場合で、上記の例では(3)がこれにあ

たる。(3)の主名詞「お金」は修飾節「車を

売った」の結果として生じたもので、主名

詞と修飾節のあいだには因果関係という相

対的な関係が存在している。 

日本語の名詞修飾節に関する研究は、類型

論に対する日本語学の重要な貢献のひとつ

であるとされている。しかしながら、日本語

学から出てきた「内の関係／外の関係」とい

う概念がアフリカ諸語の研究に適用される

ことはなかった。アフリカ諸語の中で最も研

究が進んでいるバントゥ諸語に関しても同

様である。 

バントゥ諸語はアフリカ大陸赤道以南に

広く分布しているが、その広い分布の割に類

似性が高いと言われてきた。名詞修飾節に関

しても、これまでの記述研究によって多くの

バントゥ諸語に類似した構造の名詞修飾節

が存在することが明らかになっている。しか

しながら、そこで扱われているのは、一般的

に「関係節」と呼ばれる範囲、すなわち「内

の関係」だけであり、それらの名詞修飾節が

「外の関係」にある名詞を修飾することがで

きるかどうかについては、まったくわかって

いなかった。 

そこで 2種類の形式を持つスワヒリ語の名

詞修飾節について調べたところ、amba-less

関係節と呼ばれる構文は「内の関係」の名詞

しか修飾できないのに対し、もう一つの

amba 関係節と呼ばれる構文のほうは「内の

関係」だけでなく「外の関係」の名詞も修飾

できることがわかった。これまでこの 2種類

の名詞修飾節の違いは、語順や共起できるテ

ンス・アスペクト接辞の制限の有無であると

されてきた。ところが「内の関係／外の関係」

という日本語研究の視点を取り入れること

で、2 種類の名詞修飾節には、これまで言わ

れてきた違い以外に、修飾できる名詞の意味

関係の範囲にも違いがあることが明らかに

なったのである。 

既述のとおりバントゥ諸語は他のアフリ

カ諸語に比べると研究が進んでいる。そのな

かでもスワヒリ語は最も研究が進んでいる

言語のひとつであるが、そのような言語でさ

え、名詞修飾節に見られる極めて重要な違い

がこれまで明らかになっていなかった。この

背景には、アフリカ諸語の研究がヨーロッパ

諸語の視点からしか行われてこなかったと

いう事実が無関係ではないはずである。 

そこで、ヨーロッパ諸語以外の視点からア



フリカ諸語を見ることによって、アフリカ諸

語研究の新たな展開が可能になると考えた。

その具体的な取り組みとして、日本語研究の

視点を積極的に取り入れ、特に「外の関係」

の名詞修飾に注目しつつ、バントゥ諸語の名

詞修飾節の形式およびそれぞれの形式にお

ける主名詞と修飾節の意味関係を調査分析

する本研究の着想に至った。 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は、これまでヨーロッパ諸語

の視点からのみ行われてきたバントゥ諸語

研究に、日本語研究の成果のひとつである

「内の関係／外の関係」の概念を取り入れ、

より広い視野からバントゥ諸語の名詞修飾

節を捉えなおし、バントゥ諸語の名詞修飾節

の形式と意味の関係を網羅的に記述するこ

とである。特にこれまでまったく扱われるこ

とがなかった「外の関係」の名詞の修飾を重

点的に調べる。 

具体的には次の点を明らかにする。 

(1) どのような名詞修飾の形式が存在するか 

(2) それぞれの形式には、主名詞と修飾節の

意味関係がどのように関与しているか 

(3) 具体的にどのような「外の関係」を主名

詞にとることができるか 

(4) 意味関係以外の要素が名詞修飾節の形式

にどのように関与しているか 

対象とするバントゥ諸語に関してこれらを

明らかにし、バントゥ諸語の名詞修飾の形式

と意味の関係の類型化を試みる。主な対象言

語は、スワヒリ語、ジャンビアニ語、ケレウ

ェ語 (以上タンザニア)、ヘレロ語、ンドンガ

語、クヮニャマ語 (ナミビア)、ベンバ語、ニ

ャンジャ語 (ザンビア)の 8 つのバントゥ諸

語である。 

 さらに本研究を複文の総合的な研究に発

展させていくことを念頭に、他の従属節との

関連・連続性、特に内容補充関係(名詞補文)

に用いられる形式と動詞補文との連続性を

明らかにすることを目指す。 

 

３．研究の方法 

本研究において最も重要なのはデータの

収集であり、これが本研究の中心となる。具

体的には(1)で示すような方法でデータを収

集し、分析と類型化を行う。 

(1) データ収集 

①  スワヒリ語・ヘレロ語：すでに申請者が

データをある程度集めているスワヒリ語

とヘレロ語に関しては、それらのデータの

見直しを行うと同時に、これらの言語で書

かれた民話などのテキストから名詞修飾

節を抜き出す。 

②  それ以外の言語：スワヒリ語とヘレロ語

以外の言語に関しては、文法書や文法スケ

ッチ等から名詞修飾節に関する情報を収

集する。先行研究で扱われている名詞修飾

節は「内の関係」に限られるが、民話や聖

書などのテキストからは内容補充関係の

名詞修飾の例が見つかる可能性があるの

で、テキストデータの確認をする。 

③  現地調査：スワヒリ語とヘレロ語も含め、

タンザニア、ナミビア、ザンビアにおいて

現地調査を行ない、主な対象言語である 8

言語のデータを収集する。 

④  研究協力者からのデータ提供：国内研究

会や国際ワークショップを開催し、国内外

のバントゥ諸語研究者からデータ提供を

してもらう。 

(2)分析と類型化 

収集した各言語のデータからそれぞれの

言語について以下のことを明らかにし、類型

化を試みる。 
 
①  名詞修飾の形式 

②  各形式で修飾が可能な主名詞と修飾部の

意味関係 

③  「外の関係」として修飾が可能な関係 

④  主名詞と修飾部の意味関係以外の関与 
 
さらに、これらの分析結果を国内外で発表

して意見交換を行うとともに、他のバントゥ

諸語のデータ協力を要請する。 

 

４．研究成果 

(1)データ収集 

 3 年間にタンザニア、ナミビア、ザンビア

において、研究代表者の米田が 3回、研究協



力者の小野田と牧野がそれぞれ 1回ずつ、計

5 回の現地調査を行なった。主な対象言語と

して計画していたスワヒリ語、ジャンビアニ

語、ケレウェ語、ヘレロ語、ンドンガ語、ク

ヮニャマ語、ベンバ語、ニャンジャ語の 8言

語に加え、ヤオ語、シファ語（タンザニア）

とランバ語、トンガ語、ララ語（ザンビア）

についても、データを収集することができた。 

 文献調査では、文法記述からのデータ収集

の他、出身地・世代が異なるタンザニア人作

家によるスワヒリ語小説のなかから 2種類の

名詞修飾節 amba関係節と amba-less関係節

の例を収集した。 

  

(2)調査結果 

本研究の結果、バントゥ諸語の名詞修飾節

は、構造は類似していても、修飾できる主名

詞との意味関係の範囲は言語によって異な

っていることがわかってきた。また「内の関

係」と「外の関係」の区別だけでなく、「内

の関係」のなかでも主名詞が修飾節の主語に

あたる場合は、それ以外の場合と異なる形式

が用いられる言語が少なくないことも明ら

かになった。 

具体的には、現在のところバントゥ諸語の

名詞修飾節の形式と意味関係に以下のよう

なタイプが存在することがわかった。 
 
①  主名詞と修飾節の関係によって異なる形

式が用いられる言語(ex. ヘレロ語) 

②  主名詞と修飾部の関係に関わらず同じ形

式が用いられる言語(ex. ジャンビアニ語) 

③ 「内の関係」と「外の関係」だけでなく「内

の関係」でも主名詞が修飾節の主語の場合

とそれ以外の場合で異なる形式を用いる

言語(ex.ケレウェ語) 

④  主名詞が修飾節の主語の場合のみ異なる

形式が用いられ、それ以外は「内の関係」

も「外の関係」も同じ形式が用いられる言

語（ex. ニャンジャ語） 

⑤ どの関係も修飾できる形式と「内の関係」

のみ修飾する形式の両方を持つ言語(ex.

スワヒリ語) 

 

(3) 成果のインパクトと今後の展開 

 これら結果については、2016 年 5 月にロ

ンドン大学の言語学セミナーで発表し、現在

論文にまとめているところである。また 2016

年 6月にはヘルシンキ大学で開催される第 6

回国際バントゥ諸語学会で発表することが

決まっている。 

2013年度と2014年度はロンドン大学にお

いて、2015 年は京都大学において、国内外

の研究協力者たちと共に国際ワークショッ

プを開催した。これらのワークショップでは、

これまで対象としてきたバントゥ諸語のデ

ータを共有した。さらに今後の研究への展開

の可能性について検討し、共同研究の具体的

な計画を立てた。 

現在、ロンドン大学東洋アフリカ研究学院

(SOAS)を拠点に、バントゥ諸語の形態統語現

象に関するマイクロバリエーション研究の

国際プロジェクト (以下 SOAS プロジェク

ト)が進められているが、本研究結果をもとに

関係節の修飾可能な範囲が SOAS プロジェ

クトのマイクロバリエーション研究のパラ

メターとして加えられることになった。

SOASプロジェクトのパラメターは、今後の

バントゥ諸語の調査項目のプロト的なもの

として位置づけることを目指しており、その

パラメターに加えられたことによって、今後

さらに多くのバントゥ諸語の名詞修飾節の

データが集まることが期待される。 

成果発表の詳細については「５．主な発表

論文等」を参照のこと。 
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